
お知らせ

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

子
育
て

健
康
・
福
祉

文
化

各
種
相
談

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

　
市
長
室
か
ら
　
こ
ん
に
ち
は

文
化

ジ
ャ
ズ
in
有
漢

　
「
日
本
の
サ
ッ
チ
モ
」
こ
と
外と

山や
ま

喜よ
し

雄お

さ
ん
を
招
い
て
開
催
す
る
24
回
目
の
酒
蔵

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

日
時　
４
月
15
日（
日
）午
後
１
時
30
分
～

（
開
場
午
後
０
時
30
分
）

場
所　
芳
烈
酒
造
「
酒
蔵
」

出
演　
外
山
喜
雄
と
デ
キ
シ
ー
セ
イ
ン
ツ

入
場
料　

前
売
り
４
０
０
０
円
／
当
日

４
５
０
０
円

問
芳
烈
酒
造（
株
）☎（
57
）２
０
０
３

ス
ポ
ー
ツ

シ
ャ
ル
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
に

サ
ッ
カ
ー
備
品
を
購
入
し
ま
し
た

　

シ
ャ
ル
ム
ス
タ
ジ
ア
ム（
神
原
ス
ポ
ー

ツ
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
）の
サ
ッ

カ
ー
備
品
を
購
入
し
ま
し
た
。

　
本
備
品
の
購
入
は
、
独
立
行
政
法
人
日

本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
振

興
く
じ
助
成
金
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎（
21
）０
４
２
５

岩
戸
開
き
in
用
瀬
祭

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
競
技
交
流
会

日
時　
４
月
15
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後

３
時（
受
け
付
け
午
前
９
時
～
９
時
30
分
）

場
所　
用
瀬
獄
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
広

場カ
テ
ゴ
リ
ー　
①
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ス（
小
学

３
年
生
ま
で
）②
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ス（
小

学
４
～
６
年
生
）③
オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス（
中

学
生
以
上
一
般
）

参
加
費　
１
０
０
０
円（
昼
食
券
・
保
険

料
を
含
む
／
当
日
集
金
）

申
し
込
み　
４
月
10
日（
火
）ま
で
に
申
込

書
を
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
な
ど
で
杉
田
商
店

へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
定
員（
70
人
）に
な

り
次
第
募
集
を
終
了
し
ま
す
。

問
杉
田
商
店
☎
F（
45
）３
１
０
６

※
広
報
た
か
は
し
平
成
29
年
12
月
号
23
ペ
ー

ジ
の
写
真
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

「
高
梁
偉
人
列
伝
⑲
明
治
の
思
想
家 

綱
島
梁

川 

第
３
回
」
挿
入
写
真（
上
）

　
　
「
明
治
36
年
ご
ろ
の
綱
島
梁
川
」

  

正

市長室
から

こ
ん
に
ち
は

●
平
成
29
年
度
の
高
梁
市
の
人
口
動
態
で

す
が
、
自
然
減
少
が
約
３
８
０
人
、
社
会

減
少
が
約
３
２
０
人
で
し
た
。
5
年
前
と

比
べ
て
自
然
減
少
は
横
ば
い
で
し
た
が
、
社

会
減
少
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
要
因
が
あ
り
ま
す
が
、
一
つ
は
吉
備
国

際
大
学
の
入
学
者
数
の
減
少
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
地
方
大
学
の
特
性
を
生

か
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
と
の
連
携
を

図
っ
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
学
生

の
ま
ち
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
形
で
学
生
諸

君
と
交
流
な
ど
を
深
め
る
か
、
大
学
の
持
つ

知（
地
）の
力
を
い
か
に
地
域
に
取
り
込
ん
で

い
く
か
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
力
が
必
要
で
す

の
で
、
ご
提
案
や
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
障
が
い
が
あ
る
方
々
の
支
援
に
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ろ
う
者
の

皆
さ
ん
に
向
け
て
、
手
話
を
言
語
と
し
て

認
め
、
少
し
で
も
バ
リ
ア
ー
の
な
い
社
会
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
も
そ
の
一
つ
で
す
。
ま

た
、
最
近
注
目
を
集
め
て
い
る
就
労
継
続

支
援
Ａ
型
事
業
所
が
市
内
に
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
懸
命
に
事
業
に
取
り
組
ま
れ
て
お

り
、
新
し
い
事
業
所
も
開
設
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
市
と
し
て
も
し
っ
か
り
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
、
事
業
所
の
運
営
が
進
む

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。
市
内
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
障
が
い
が
あ
る
人
が
お
ら
れ
ま
す
。
ど

の
障
が
い
が
あ
っ
て
も
、
い
か
に
し
て
地
域

生
活
の
中
で
暮
ら
し
て
い
け
る
か
、
特
に
入

院
さ
れ
て
い
る
方
が
い
か
に
早
く
地
域
生
活

に
移
行
し
、
皆
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
っ
て
い
け
る
か
が
重
要
で
す
。
そ
れ

に
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
正
し
い
理
解
が
必
要

で
す
し
、
障
が
い
が
あ
る
方
が
そ
の
こ
と
を

理
解
す
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
市

で
は
、
全
て
の
障
が
い
者
が
地
域
で
生
活
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。

●
先
日
、
亀
山
市
に
出
張
し
た
帰
り
に
、

関
西
本
線
に
乗
車
し
ま
し
た
。
加か

ぶ
と
ご
え

太
越
を

見
よ
う
と
運
転
席
の
横
に
立
ち
、
前
を
眺

め
て
い
ま
し
た
。
途
中
の
駅
で
、
カ
メ
ラ
を

持
っ
た
初
老
の
ご
婦
人
が
2
人
乗
車
さ
れ
、

い
き
な
り
私
の
前
の
窓
ガ
ラ
ス
の
と
こ
ろ
に

立
ち
、
１
０
０
枚
あ
ま
り
の
写
真
を
撮
り

始
め
ま
し
た
。
他
の
乗
客
の
方
も
い
た
の
で

す
が
、
全
く
意
に
介
し
て
い
な
い
よ
う
で
し

た
。
や
は
り
、
い
く
ら
愛
好
者
と
言
え
ど
も

マ
ナ
ー
を
し
っ
か
り
守
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
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問医療連携課 ☎（21）０３０４

地域包括ケアシステム検討委員会
～みんなで支える地域づくり～ 岡

おか

崎
ざき

 幸
ゆき

友
とも

 准教授（吉備国際大学社会福祉学科）

　地域包括ケアシステム検討委員会は、「支え合う地域生活」の実現へ向けて、地域福祉組織の代表者 (保健・福祉・町内会
など )、行政、市と見守り協定を締結している企業を構成員に、現在の取り組み状況の確認と課題の発見、その解決へ向けて

の話し合いなどを行っている団体です。

　今回の委員会では、オブザーバーの西
にしむら

村洋
ひろ み

己さん（県社会福祉協議会）のアドバイスのもと、地区社会福祉協議会（以下地区

社協）の現状について確認をしました。

　地区社協とは、地域の福祉課題に取り組む住民主体の団体で、高梁市では 14地

区に設置されており、他の市町村に比べると充実しています。しかし、高齢化が進

んで担い手が少なくなっているにも関わらず、取り組む福祉課題は多くなるなど、

どの地区でも運営が厳しい状況にあります。西村さんからは、「厳しい状況を漠然と

捉えるのではなく、問題を一つずつ解きほぐしていきましょう」という助言があり、

まず高梁市が目指す理想的な地域生活を明らかにし、できることは何か、そのため

には何が必要かについて意見を出し合いました。現在、喫緊の課題である「担い手

不足」は、「同じ人に役割が集中している。障がいがある人も新たな担い手となるの

ではないか」といった意見や、「担い手が少ないのであれば、町内やさまざまな単位で実施している行事や事業の見直しを行

い、地区ごとの実情に合わせた取り組みを確認するのが大事では」などの意見が出ました。

　これまで、お互いが支え合うことで豊かな地域生活が実現されてきましたが、人口減少社会の今、同じように続けていく

ことが難しいのは間違いありません。これからは、時代に合わせて「現代の高梁版お互い様」を実現していくことが重要で

あると理解できた委員会でした。

⑲

江草  未来さん
えぐさ  　みく 　　24歳　備中町平川

　沖縄県で生まれ育った未来さんに小さい頃のこ
とを聞くと、「パイナップル畑で遊んでいました。
小・中学・高校ではバレーボールをしていたので
元気で活発な子でした」と笑顔。
　中学・高校での職場体験をきっかけに、真庭市
にある酪農大学校へ入学。卒業後は沖縄県へ戻り
ましたが、大学校時代に知り合った夫・真

しん

一
いち

さん
とのお付き合いを機に高梁市へ。現在は、備中町
平川で真一さんの家族と同居しながら家業を手
伝っています。
　「平川の人は皆さん温かく話しかけてくれて嬉し
いです」と話す未来さん。四季を感じられるとこ
ろとピオーネがおいしい高梁が好きとのこと。
　「５月に出産予定なので、元気な赤ちゃんを産み
たいと思います。そして将来は、家族で仲良く暮
らしながら沖縄にいる両親へ親孝行をしたいです」
と幸せそうな表情で語ってくれました。
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